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絵画印象の研究における形容詞対尺度構成の検討
(2)
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図１絵画印象の因子モデル
表９構造方程式モデリングによる分析の結果
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長・原口（2013）は，絵画の印象について研究され
た論文の中から，１４本の論文を採択し，絵画印象の研
究で使用されたＳＤ法による形容詞対尺度構成を検討
した。その結果，絵画の印象は，活動性因子（12項目)，
明るさ因子（８項目)，評価性因子（４項目)，やわら
かさ因子（3項目）の合計４つの因子（27項目）で評
定されることが分かった。研究の課題として，作成さ
れた尺度を調査協力者に評定してもらい，実際にこれ
らの４因子に分かれるかについて調査すること，そし
て各因子に含まれる形容詞対の項目数にばらつきがあ
るため，研究で実際に使用する際は，各因子で用いる
形容詞対の個数を統一することが挙げられた。
そこで研究１では，長・原口（2013）で得られた絵
画印象を測定する４因子27項目の形容詞対について，
絵画印象を評定してもらった。その後，４枚の各絵画
および全ての絵画をまとめた，計５回の因子分析を行っ
た。因子分析の結果と長・原口（2013）の結果から，
絵画印象は活動性因子（6項目：不安定な一安定し
まとめ
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た，興奮的一沈静的，動的一静的，個』性的な－平凡な，
感情的一理知的，派手な－地味な)，明るさ因子（５
項目：明るい－暗い，楽しい－寂しい，暖かい－冷た
い，神経質でない－神経質な，陽気な一陰気な)，評
価性因子（3項目：美しい－醜い，好き一嫌い，良い－
悪い)，やわらかさ因子（１項目：柔らかな－固い）
の４因子，１５項目の形容詞対で評定されることが分かっ
た。しかしながら，評価性因子およびやわらかさ因子
の形容詞対の項目数が他の因子と比べて少なかった。
そこで研究２では，評価性因子に含まれると考えら
れる，面白い－つまらない，快い－不快なの２項目，
やわらかさ因子に含まれると考えられる，ゆるんだ一
緊張した，くつろいだ一張りつめた，穏やかな一厳格
な，やさしい一乱暴なの４項目計６項目の形容詞対
を新たに加えた尺度を用いて再調査した。
因子分析の結果，絵画印象は，活動性因子（動的一
静的，不安定な－安定した，個性的な一平凡な，派手
な一地味な)，明るさ因子（明るい一暗い，陽気な一
陰気な，暖かい－冷たい，楽しい－寂しい)，評価性
因子（良い－悪い，美しい－醜い，好き一嫌い，快い－
不快な)，やわらかさ因子（ゆるんだ一緊張した，く
つろいだ一張りつめた，穏やかな一厳格な，柔らかな－
固い）の４因子，各４項目の計16項目で評定されるこ
とが分かった。さらに，因子分析の結果をもとに絵画
印象の４因子モデルを仮定し，構造方程式モデリング
による分析を絵画ごとに行った。その結果，ほぼ全て
の形容詞対で高いパス係数がえられた。
しかしながら，活動性因子の「不安定な一安定した」
のパス係数が小さく，モデルの適合度をより高くする
には誤差間相関を仮定しなければならなかった。こ
のことから，パス係数が小さい形容詞対については，
尺度に採用するかどうかを検討する必要があると考え
られる。
以上の結果から，絵画印象は，活動性因子，明るさ
因子，評価』性因子，やわらかさ因子の４因子，計１６
項目で評定されることが分かった。この結果は，
Osgoodらの意味構造は評価性（Evaluation)，力量
性（Potency)，活動性（Activity)，この３次元によ
り多くの概念をおおよそ説明できる（荒木，1981）と
いう主張とはやや異なる。明るさ因子の「明るい－暗
い｣，さらにやわらかさ因子の「柔らかな－固い」の
形容詞対は，先行研究では力量性因子としてまとまっ
て抽出される場合が多い。今回の結果のように，明る
さ因子とやわらかさ因子が独立して抽出されることは
少ない。また，明るさ因子と力量性因子に関しては，
ある程度共通する性質をもっていることが示唆される
が，やわらかさ因子に関しては，絵画印象などの芸術
作品を評定する場合に抽出される，特有の因子である
可能性がある。
また，本研究で使用した絵画刺激は，全て西洋絵画
であった。そのため，本研究で得られた形容詞対尺度
は，西洋絵画に限定されたものである可能性があり，
この点に関して検討する必要があると考えられる。
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Abstract
ChoandHaraguchi（2013）collectedl4papersthathaveusedthesemanticdifferentialtechniquetoratethe
lmpresslonofpaintingsandanalyzedthescales,Resultsindicatedfourfactors：Activity（l2items)，Brightness
(８items)，Evaluation（４items）andSoftness（３items)．Thisstudyaimedtoratetheimpresslonabout4paint-
mgsusingthescalesofChoandHaraguchi（2013）andtoclarifytheconstructionofscalesofadjectivepalrs
byperformmgstructuralequationmodelingparpaintingsassuming4factorsconstruction，Itisconcluded
that，thescalesusedforratingImpress1onsaboutpaintingsareconstructed4factors：Activity（４items)，
Brightness（4items)，Evaluation（４items）andSoftness（４items)．
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